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2 0 2 4 - 2 5 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー テ ー マ  

「 ロ ー タ リ ー の マ ジ ッ ク 」  

2 0 2 4 - 2 5 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「 互 い に 親 し み ・ 広 げ よ う 交 流 と 親 睦 」  

 

週  報  第 ２ ７ ８ ２ 回  

第 ２ ７ ８ ３ 回  

２ ０ ２ ５ 年 ３ 月 ２ １ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

今 回 例 会 行 事         テーマ：現在の投資環境について 

担  当：出席委員会     卓話者：上村 真一会員 

次 回 例 会          テーマ：夜桜会 

担  当：親睦委員会・ＳＡＡ      市川・料亭 栃木屋  
 

♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ７ ８ １ 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  
 

司 会  佐 野 忠 信  
 

「 君 が 代 」 「 奉 仕 の 理 想 」  斉 唱  
 

お 客 様  
 
八 千 代 市 教 育 委 員 会  

教 育 長  嶺 岸 秀 一 様  
 

会 長 挨 拶     会 長  安 宅 照 男  

 
八 千 代 市 内 の 「 八 福 神 」 の 由 来 を 調 べ

て い た と こ ろ 、 何 と な く ブ ロ グ を 拝 見 し て
い て 見 つ け ま し た 。 と あ る 会 社 の 新 入 社
員 研 修 で 、 「 も っ と 八 千 代 市 に つ い て 勉
強 し よ う 」 が テ ー マ で し た 。 ５ 回 に 分 け て
行 い 、 無 事 、 八 福 神 巡 り 終 了 さ れ た そ う
で す 。 お そ ら く 他 の 会 社 で は 思 い つ か な
い 発 想 だ と 思 い ま す 。 信 仰 さ れ て い る
方 、 宗 教 に か か わ る 方 、 一 般 の 方 で 興 味

深 い 方 で あ れ ば 八 福 神 巡 り に 参 加 さ れ て
い る と 思 い ま す が 、 企 業 で は 思 い つ か な
い の で は な い か と 思 い ま す 。  

 
人 々 は 昔 か ら 日 々 の 幸 せ を 願 い 神 仏

に 加 護 を 求 め 、 生 業 を 重 ね て き ま し た 。
室 町 時 代 か ら 江 戸 時 代 に か け て い ろ い ろ
な 福 の 神 に 祈 り を 込 め た 参 詣 が は や り 、
現 世 利 益 を 期 待 し て 七 福 神 信 仰 が 発 達 し
ま し た 。 一 般 に 七 福 神 は 、 「 恵 比 寿 ・ 大 黒
天 ・ 毘 沙 門 天 ・ 弁 財 天 ・ 布 袋 尊 ・ 福 禄 寿 ・
寿 老 人 」 で あ り 「 七 難 即 滅 、 七 福 即 生 」 と
言 わ れ て い ま す 。  

七 福 神 は 、 全 国 各 所 に 安 置 さ れ て い ま
す が 、 八 千 代 市 で は 、 市 内 で 福 神 巡 り が
出 来 た ら 地 域 の 方 に 喜 ば れ 貢 献 で き る の
で は な い か と い う こ と で 、 八 千 代 の 「 八 」
に あ や か っ て 、 一 般 的 な 七 福 神 に 「 吉 祥
天 」 を 加 え た 「 七 福 神 よ り 福 が あ る 」 八 千
代 に ふ さ わ し い 『 八 福 神 』 を 創 設 し た そ う
で す 。 八 千 代 市 内 の 八 福 神 を 祀 る 寺 院 を
詳 し く 知 り た い 方 は 、 八 千 代 市 観 光 協 会
の 八 福 神 巡 り 概 要 を ご 覧 く だ さ い 。  

 
＊ 毘 沙 門 天 は 、 村 上 の 正 覚 院 （ 真 言

宗 ） お し ど り 伝 説 が 伝 わ る こ の 寺 院 は 、 門
前 の 杉 並 木 が 美 し く 、 本 堂 左 の 釈 迦 堂 に
毘 沙 門 天 と 木 造 釈 迦 如 来 立 像 が 安 置 さ
れ て い ま す 。  

＊ 弁 財 天 は 、 米 本 の 長 福 寺 （ 曹 洞 宗 ）
境 内 に 色 鮮 や か な 四 天 王 像 が 配 置 さ れ 、
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弁 財 ・ 音 楽 ・ 衣 食 住 ・ 財 福 ・ を 与 え 、 天 災
地 変 を 除 滅 す る 神 、 農 耕 の 神 と し て よ く
水 辺 に 祀 ら れ て い ま す 。  

＊ 大 黒 天 は 、 真 木 野 の 妙 徳 寺 （ 日 蓮
宗 ） 大 自 在 天 の 化 身 と 言 わ れ 、 戦 闘 、 財
福 、 冥 府 の 三 神 の 性 格 を 持 ち 、 施 福 の 善
神 と し て 商 家 で 尊 崇 さ れ て い ま す 。  

＊ 吉 祥 天 は 、 小 池 の 妙 光 寺 （ 日 蓮 宗 ）
五 穀 豊 穣 な ど 一 切 の 福 徳 を 司 る 天 尊 で 、
藤 原 時 代 以 降 に は 毘 沙 門 天 の 妃 と さ れ ま
し た 。 唐 服 の き れ い な 姿 で す 。 八 千 代 八
福 神 で は 、 弁 財 天 と 合 わ せ 「 紅 二 点 」 と な
り ま し た 。  

＊ 福 禄 寿 は 、 保 品 の 東 栄 寺 （ 真 言 宗 ）
中 国 の 神 で 、 南 極 の 化 身 と 言 わ れ 、 人 望
を あ ら わ し ま す 。 ま た 福 （ 幸 福 ） と 禄 （ 高
齢 ） と 寿 （ 長 寿 ） を 受 け る と い い 、 寿 老 人 と
同 体 異 名 と い う 説 も あ り ま す 。  

＊ 恵 比 寿 は 、 吉 橋 の 貞 福 寺 （ 真 言 宗 ）
恵 比 寿 を 祀 る 寺 院 で 、 か つ て の 吉 橋 城 の
二 の 丸 跡 に 建 立 さ れ た と 伝 え ら れ て い ま
す 。 本 殿 は 新 し く 立 て 替 え ら れ 、 鐘 楼 を
上 る と 左 手 に 笑 顔 の 恵 比 寿 像 が 他 の 七
福 神 と と も に 祀 ら れ て い ま す 。  

＊ 布 袋 尊 は 、 高 津 の 観 音 寺 （ 曹 洞 宗 ）
中 国 の 禅 が 生 ん だ 福 の 神 。 唐 末 五 代 の こ
ろ に 実 在 し た 釈 契 此 と い う 高 僧 の 姿 で 、
中 国 で は 弥 勤 仏 の 化 身 と 信 じ ら れ て い ま
す 。 そ の 姿 は お お ら か さ を 表 現 し 、 堪 忍 と
和 合 を 教 え て く れ る と 言 わ れ て い ま す 。  

＊ 寿 老 人 は 萱 田 の 長 福 寺 （ 真 言 宗 ） 中
国 の 長 寿 の 神 、 老 人 星 の 化 身 、 老 子 の 化
身 と も 言 わ れ ま す 。 無 病 長 寿 を 守 護 し 、
毎 年 ２ 月 上 旬 の 夜 、 地 平 線 に 出 現 す る と
さ れ 、 七 福 神 の 中 に 寿 老 人 を 除 き 吉 祥 天
を 入 れ る 例 も あ っ た と 言 わ れ て い ま す 。  

 
そ の 他 、 八 福 神 に は 含 ま れ て い な い の

で す が 、 八 千 代 市 内 に は 沢 山 の 寺 院 が
存 在 し て い ま す 。 一 番 格 式 の 高 い 寺 院 は
成 田 街 道 沿 い に あ る 日 蓮 宗 長 妙 寺 で す 。
「 八 百 屋 お 七 」 の お 墓 が あ る こ と で も 知 ら
れ て い ま す 。 お 七 は 江 戸 時 代 の 女 性 で 、
恋 人 に 会 う た め に 放 火 し 、 火 刑 に 処 さ れ
た と 伝 え ら れ て い ま す 。 彼 女 の 実 母 が 遺
骨 を 探 し だ し 、 密 か に 長 妙 寺 に 葬 っ た と
さ れ て い ま す 。 さ ら に 、 長 妙 寺 は 、 「 痔 の
呪 い 」 の 祈 願 で も 知 ら れ て い ま す 。  

八 千 代 市 内 の 寺 院 を め ぐ る 八 福 神 巡 り
は 、 お 正 月 以 外 の 次 期 で も 多 く の 参 拝 者
で 賑 わ い ま す 。 地 域 の 文 化 や 歴 史 に 触 れ
る 機 会 を 持 っ て は 如 何 で し ょ う か 。  
 

幹 事 報 告       幹 事  寺 沢 一 三  

 
【 理 事 会 報 告 】  
・ 親 睦 旅 行 ： ５ / 1 5 ～ 1 6  大 阪 万 博  
・ 日 台 親 善 会 議 札 幌 大 会 ： ５ / 3 1  
 

委 員 会 報 告  
 
社 会 奉 仕 委 員 会   委 員 長  中 村 賢 治  
 

社 会 福 祉 協 議 会 よ り 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア
養 成 講 座 の お 知 ら せ が 来 て お り ま す 。  
３ / １ １ ( 火 ) 能 登 半 島 地 震 か ら 学 ぶ 多 職 種
連 帯 と 協 働 と い う 内 容 で す 。  
 

杉 山 智 基 会 員  
 
風 間 会 員 を 偲 ぶ 会 開 催 し ま す 。  
４ / １ ８ ( 金 )  １ ８ ： ３ ０ よ り 割 烹 大 洋  
詳 細 に つ い て は 来 週 ご 案 内 い た し ま す 。
当 日 は 風 間 会 員 の 奥 様 と ご 長 男 も ご 出 席
頂 け る 事 に な っ て お り ま す 。  
 

佐 々 木 俊 一 会 員  
 
 本 日 防 犯 マ ッ プ を お 配 り し ま し た 。 高
津 ・ 緑 が 丘 地 域 学 校 協 働 本 部 で 2 5 , 0 0 0
部 作 成 し ま し た 。 学 校 や 店 舗 に 配 布 し ま
す 。 会 員 の 皆 さ ま に は お 店 の 前 な ど 目 立
つ 場 所 に 貼 っ て 頂 け れ ば と 思 い ま す 。 ご
協 力 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 

表  彰  
 
Ｒ 財 団 メ ジ ャ ー ド ナ ー 記 念 品 贈 呈  

佐 野 忠 信 会 員  
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お 祝 い  
 
本 人 誕 生 日 ： 飯 生 会 員  

 
本 人 誕 生 日 ： 池 田 会 員  

 
本 人 誕 生 日 ： 江 頭 会 員  

 
 
結 婚 記 念 日 ： 久 土 地 会 員  

 
 

夫 人 誕 生 日 ： 寺 沢 陽 子 様  

 
夫 人 誕 生 日 ： 朝 戸 や よ い 様  

 
夫 人 誕 生 日 ： 市 原 眞 由 美 様  

 
夫 人 誕 生 日 ： 先 﨑 由 起 子 様  
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夫 人 誕 生 日 ： 佐 久 間 美 代 子 様  

  
例 会 行 事    

 
ク ラ ブ 奉 仕 委 員 会  委 員 長   池 田  建  
 
 本 日 は 八 千 代 市 教 育 委 員 会 教 育 長 の
嶺 岸 秀 一 様 に お 越 し 頂 い て い ま す 。 八 千
代 市 の 学 校 教 育 の 今 、 そ し て 未 来 に 向 け
た 想 い ! 全 て の 市 民 が デ ザ イ ナ ー （ 共 想 ・
共 創 ） の テ ー マ で お 話 頂 き ま す 。  
 
テ ー マ ： 八 千 代 市 の 学 校 教 育 の 今 、  

そ し て 未 来 に 向 け た 想 い ! ！  
～ 全 て の 市 民 が デ ザ イ ナ ー （ 共 想 ・ 共 創 ） ～  

 
卓 話 者 ： 八 千 代 市 教 育 委 員 会  

教 育 長  嶺 岸 秀 一 様  

  
 わ た し は 昨 年 １ ０ / １ に こ の 職 を 拝 命
し ま し た 。 手 を 挙 げ て 出 来 る 仕 事 で は
な い の で 、 せ っ か く 頂 い た こ の 仕 事 を
未 来 に 向 か っ て 、 扉 を 開 い て い け れ ば
と 思 い な が ら 半 年 を 過 ぎ た と こ ろ で
す 。 所 信 演 説 の 際 に １ 番 伝 え た か っ た
キ ー ワ ー ド は 「 継 承 と 変 革 」 で す 。 特 に
変 革 と い う 事 が 今 の 時 代 に 求 め ら れ て
い る と 思 い ま す 。 前 任 者 か ら の バ ト ン
を 受 け 継 い で い き た い と 思 っ て い ま
す 。  

 私 は 小 学 校 ２ 年 生 か ら 市 内 で お 世 話 に
な っ て お り ま す 。 八 千 代 台 西 中 学 校 で は
２ 期 生 で す 。 そ こ は 沼 で 白 鳥 が 飛 ん で く
る 様 な 場 所 で し た 。 今 は 、 恩 返 し と い う
気 持 ち で 仕 事 を さ せ て も ら っ て い ま す 。  
 自 慢 で き る 事 は 無 い の で す が 、 野 球 が
な か っ た ら 今 の 自 分 は な い と 思 っ て い ま
す 。 U １ ５ Ｊ Ａ Ｐ Ａ Ｎ の 監 督 を ２ 度 経 験 し ま
し た 。 選 抜 で 海 外 に 行 っ た 際 、 平 成 １ ３
年 で す が ロ ー タ リ ー ク ラ ブ さ ん に 寄 付 を
し て 頂 き ま し た 。 ソ フ ト バ ン ク の 近 藤 健 介
選 手 は 教 え 子 の 一 人 で す 。  
 
 こ こ で 皆 さ ま と 一 緒 に 考 え る 時 間 で す 。  
❶ 学 校 数 は ？ （ 小 ・ 中 ）  
❷ 児 童 生 徒 数 は ？ （ 小 ・ 中 ）  
❸ 教 職 員 は ？  
❹ 校 長 管 理 職 の 数 は ？  
❺ 教 育 委 員 会 は 何 課 あ る ？  
 
・ 学 校 数 は 現 在 ３ ０ 校 で す 。  
・ 児 童 生 徒 数 は 、 平 成 元 年 は 約 ２ 万 人
で 、 現 在 の 総 数 は 約 1 5 , 0 0 0 人 ほ ど で
す 。 こ の ３ ０ 年 で 約 ５ 千 人 減 っ て い る 事 に
な り ま す 。 人 口 は 増 え て い ま す が 、 子 ど
も の 数 は 減 っ て い ま す 。  
・ 教 員 数 は 増 え て い ま す 。 理 由 と し て
は 、 昔 と 違 っ て ひ と ク ラ ス の 人 数 は だ い
た い ３ ５ 人 。 ま た 多 様 な 先 生 の 椅 子 が 増
え 、 特 別 支 援 学 級 も 増 え て い ま す 。 特 別
支 援 学 級 は ひ と ク ラ ス の 上 限 が ８ 人 で
す 。 こ の よ う な 事 か ら 教 員 数 が 増 え て い
ま す 。 今 年 度 の 千 葉 県 の 倍 率 は ２ 倍 程
度 に な っ て い ま す 。  
・ 学 校 教 育 と 生 涯 教 育 が あ り ま す が 、 基
本 的 に 教 育 委 員 会 は ６ 課 あ り ま す 。 わ た
し が い る 教 育 総 務 課 、 教 職 員 と 児 童 生 徒
を 扱 う 学 務 課 、 授 業 等 を 行 う 指 導 課 、 給
食 な ど の 保 健 体 育 課 、 生 涯 教 育 を 含 め
て 行 う 生 涯 学 習 振 興 課 と 文 化 ・ ス ポ ー ツ
課 と な り ま す 。  
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学 校 教 育 の 今 と 未 来 の カ タ チ と し て
は 、 Ｄ Ｅ Ｉ ( D I V E R S I T Y ・ E Q U I T Y ・
I N C L U S I O N ) 多 様 性 、 公 平 性 、 包 括 性
と い う 事 が 学 校 現 場 で も 出 て い ま す 。 今
を 含 め て 、 未 来 の 事 を 考 え て い か な い と
大 変 な 時 代 が 来 る と 思 い ま す 。 学 校 も 会
社 と 同 様 に 倒 産 す る 時 代 が 来 て し ま う 、
そ う さ せ て は い け な い と い う 使 命 感 を 持
っ て い ま す 。  

 
 八 千 代 市 教 育 振 興 基 本 計 画 に 基 づ い
て ６ か 年 で 進 ん で い く 事 に な っ て い ま
す 。 持 続 可 能 な 組 織 マ ネ ジ メ ン ト の 中
で 、 あ く ま で も 子 ど も を ど 真 ん 中 に 置 い
た 学 校 教 育 、 そ し て 教 育 は 未 来 へ の 投
資 と 見 据 え て 子 ど も を 育 ん で い か な い と
と 思 っ て い ま す 。  
 
【 ４ つ の 基 本 施 策 】  
１ . 安 心 安 全 な 教 育 環 境 の 整 備  
２ . 教 育 内 容 の 充 実  
３ . 特 別 支 援 教 育 の 充 実  
４ . 体 育 ・ 健 康 ・ 安 全 教 育 の 充 実  
 

阿 蘇 米 本 学 園 は 八 千 代 市 内 で 唯 一 の
義 務 教 育 学 校 で 、 小 と 中 が わ か れ て い
な い 学 校 で す 。 学 校 の 概 念 を 変 え た い と
思 い 、 校 舎 の 色 は 合 併 し た 学 校 の 体 操
服 の 色 、 ４ 色 に し ま し た 。 中 学 生 が 小 さ
な 子 た ち を 本 当 に 優 し く 育 て て く れ て 、
心 の ベ ク ト ル が 高 ま り ま し た 。  
  
ま た 、 先 生 方 を 大 切 に し ま し た 。 先 生 方
が 学 校 に 来 た い と 思 え ば 子 ど も 達 も 毎 日
学 校 に 来 た い 、 保 護 者 に 対 す る 我 々 の
サ ー ビ ス で あ る と 考 え ま し た 。 令 和 ８ 年 に
は 緑 が 丘 小 学 校 分 離 新 設 校 の 開 校 も 予
定 し て い ま す 。  
 
 平 成 ３ ０ 年 に は 、 全 市 的 に 電 子 黒 板 を
全 教 室 に 、 ３ 人 に １ 台 タ ブ レ ッ ト 端 末 を 整
備 し ま し た 。  
 
 本 市 に は ２ つ の サ ミ ッ ト が あ り ま す 。 大
人 サ ミ ッ ト で は 、 幼 稚 園 か ら 大 学 の ト ッ プ
の 方 を 呼 ん で 八 千 代 市 の 教 育 を 語 る と
い う 事 を 今 年 度 は １ ０ 回 行 い ま し た 。 子 ど
も サ ミ ッ ト 夏 は 、 小 中 学 生 1 5 , 0 0 0 人 の
リ ー ダ ー が 集 ま っ て 話 を す る と い う も の で
す 。 冬 サ ミ ッ ト は 中 学 生 だ け の も の で 、
八 千 代 市 の こ れ か ら を ど う 考 え る の か と
い う 、 本 気 の 会 議 が 行 わ れ ま し た 。  
 

 英 語 教 育 に つ い て は 、 全 校 に A L T を
配 置 し 、 小 学 校 １ 年 生 か ら 英 語 を 取 り 入
れ て い ま す 。  
 

１ ０ / ５ は 世 界 教 師 デ ー で す 。 今 、 働 き
方 改 革 を 推 し 進 め て い ま す が 、 私 と し て
は ラ イ フ ワ ー ク シ ナ ジ ー （ 相 乗 効 果 ） と 思
っ て い て 、 先 生 方 の 働 き 方 ガ イ 改 革 に １
番 目 を 付 け て い ま す 。 子 ど も 達 が 先 生 方
を 表 彰 す る と い う 様 な 日 で す 。
B E Y O N D  S D G S の 先 に W E L L  
B E I N G が あ る の で は な い か と 思 っ て い
ま す 。  

 
【 １ ０ の ビ ジ ョ ン か ら ３ つ 】  

経 営 者 と し て 職 員 に し っ か り と ビ ジ ョ ン
を 伝 え て い ま す か ？ 校 長 が や り た い こ と
を た だ 行 う の で は な く 皆 で 進 む こ と が 大
切 で す 。 チ ー ム ビ ル ド を 訴 え て い ま す 。  

 
 目 の 前 の 課 題 を ど う 捉 え る の か 。 課 題
へ の 向 き 合 い 方 で 結 果 は 変 わ り ま す 。 Ｐ
Ｄ Ｃ Ａ だ け で は な く Ｏ Ｏ Ｄ Ａ 、 目 の 前 の 状
況 を 踏 ま え て 日 々 変 え て 行 こ う 、 計 画 は
計 画 と し て 改 善 で き る も の は す ぐ に 改 善
し よ う と 取 り 組 ん で い ま す 。  
 
 上 機 嫌 で い る ！ 苦 笑 い で も い い か ら 笑
っ て い よ う 。 難 し い 顔 で い て も 何 も 生 ま
れ な い と 訴 え て い ま す 。 メ ラ ビ ア ン の 法
則 で は 、 情 報 が 相 手 に 与 え る 影 響 は 言
葉 で は た っ た の ７ ％ で 、 ９ ３ ％ は 空 気 感
や 笑 顔 、 身 振 り 手 振 り で あ る と 伝 え て い
ま す 。 我 々 は 「 花 よ り も 、 花 を 咲 か せ る 土
に な れ 」 と い う 仕 事 を し て い る の で は な い
か と 思 い ま す 。 産 官 学 連 携 の 共 想 ・ 共 創
と 思 っ て い ま す 。  
ご 清 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
 
～ ニ コ ニ コ B O X ～      ￥ 5 1 , 0 0 0 -  
 
☆ 明 日 で ８ １ 歳 に な り ま す 。  江 頭  
☆ ７ ７ 歳 ( 厄 年 ) に な り ま す 。  

気 を 付 け よ う と 思 い ま す 。  飯 生  
☆ 毎 年 あ り が と う ご ざ い ま す 。  久 土 地  
☆ 本 日 妻 の 誕 生 日 で す 。  

日 々 感 謝 感 謝 で す 。  朝 戸  
☆ 妻 の 誕 生 日 祝 い あ り が と う ご ざ い ま す 。  

中 身 が 楽 し み で す 。  市 原  
☆ 妻 も 私 と 同 じ ５ ６ 歳 に な り ま し た 。 先 﨑  
☆ 妻 の 誕 生 祝 い あ り が と う ご ざ い ま す 。  

佐 久 間  
☆ 嶺 岸 様  卓 話 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
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稲 山 ・ 三 井 ・ 中 島 貞 好 ・ 杉 ・ 池 田 ・ 佐 々 木  
杉 山 ・ 日 下 部 ・ 安 宅 ・ 上 代 ・ 菊 川 ・ 山 浦  
☆ 本 日 卓 話 担 当 し ま す 。  江 口  
☆ 弟 の 葬 儀 に お 参 り 頂 き 、  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  山 﨑  
☆ 山 口 旅 行 お 世 話 に な り ま し た 。  

楽 し か っ た で す 。  鈴 木 健 治  
☆ 下 関 ツ ア ー ご 参 加 の 皆 さ ま 、 楽 し い 時
を あ り が と う ご ざ い ま し た 。 お 蔭 様 で 痛
風 が 完 治 し ま し た 。  中 村  

☆ 年 度 末 で 忙 し い で す 。  遠 藤  
☆ 今 日 も 良 い 天 気 で す 。  宮 野  
 
～ 友 愛 B O X ～         ￥ 9 , 0 0 0 -  

 
☆ ６ ３ 歳 に な り ま す 。  池 田  
☆ チ ョ コ レ ー ト が 欲 し い と 言 っ て い ま し た 。  

寺 沢  
☆ 早 退 し ま す 。  栗 原  
 
 

♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ７ ８ ２ 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  
 

～ イ ン タ ー シ テ ィ ー ミ ー テ ィ ン グ 開 催 ～  
 

３ / １ ５ ( 土 ) ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  

２ ０ ２ ５ - ２ ６ 年 度 会 長 ス ピ ー チ   
中 島 貞 好  

 

 
２ ０ ２ ５ - ２ ６ 年 度 ガ バ ナ ー 補 佐 ス ピ ー チ  

杉 山 智 基  
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次 年 度 ホ ス ト ク ラ ブ 紹 介  
２ ０ ２ ４ - ２ ５ 年 度 会 長  安 宅 照 男  

乾 杯  ２ ０ ２ ５ - ２ ６ 年 度 ガ バ ナ ー 補 佐  
杉 山 智 基  
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 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R . C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R . C  

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ 倶 楽 部  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ 最終ｵﾘﾍﾞｰﾄ夜間 

佐 倉 商 工 会 議 所  

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館       ３ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト １ ド ル ￥ １ ５ ０ -  

 会 員  

総 数  

出 席  

対 象 者  
出 席 者  ％  

３ / ７  
３ / 1 5  

５ ５  
５ ３  
４ ２  

４ ７  
２ ６  

8 8 . 6 8  
6 1 . 9 0  

■クラブ広報委員会  委員 長 :  菊 川秀明  副委員長 :佐 久間勇治  
■欠席の際は必ず月曜日迄 に事 務局に連絡して下さい  
■例会日 :金曜日 1 2 : 3 0 ～ 1 3 : 3 0  
■例会場 : ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨ ｰ ﾀ (〒2 7 6 - 0 0 4 9 八千代市緑が丘 1 - 1 - 1 公園都市プラザ 1F : F A X 0 4 7 - 4 5 0 - 0 0 5 0）  


